
童
臼

評

北
村
一
著『

第
一
次
国
共
合
作
の
研
究

一
現
代
中
国
を
形
成
し
た
二
大
勢
力
の
出
現

一

」

石
　
川
　
禎
　
浩

　
近
年
の
日
本
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
中
国
政
治
史
、
あ
る
い
は
革
命
史

（
そ
の
中
心
が
国
共
合
作
の
下
に
展
開
さ
れ
た
国
民
革
命
で
あ
る
こ
と
は
書

う
ま
で
も
な
い
）
に
関
す
る
研
究
書
が
陸
続
と
繊
版
さ
れ
て
い
る
。
主
な
も

の
だ
け
で
も
、
狭
問
直
樹
編
『
一
九
二
〇
年
代
の
中
国
臨
（
汲
古
書
院
、
～

九
九
五
年
）
、
緒
形
康
『
危
機
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
　
　
中
国
革
命
　
一
九
二

六
～
一
九
二
九
撫
（
新
評
論
、
一
九
九
五
年
）
、
栃
木
利
夫
・
坂
野
良
吉
『
中

事
国
民
革
命
一
戦
間
期
東
ア
ジ
ア
の
地
殻
変
動
』
（
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
九
七
年
目
、
周
十
指
『
中
国
革
命
と
第
三
党
臨
（
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、

一
九
九
八
年
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
政
治
史
」
や
「
革
命
史
偏
の

隈
界
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
中
国
近
現
代
史
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
研
究
の
盛
行

は
一
見
不
可
解
に
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
「
革
命
」
が
後
景
に

退
い
た
今
こ
そ
、
今
日
の
中
国
を
と
り
ま
く
政
治
状
況
に
な
お
強
い
影
を
落

と
す
国
共
合
作
の
歴
史
を
、
冷
静
に
再
検
討
す
べ
き
賭
な
の
で
あ
る
。
そ
れ

ら
の
著
書
が
、
濃
淡
の
差
は
あ
れ
、
今
臼
の
日
本
の
対
中
国
認
識
や
中
国
共

産
党
（
以
下
、
中
共
と
略
す
）
の
思
考
枠
組
み
の
来
源
を
た
ず
ね
求
め
よ
う

と
い
う
指
向
か
ら
出
発
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
を
よ
く
物
語
っ
て
い

よ
う
。

　
そ
し
て
、
今
日
の
中
国
現
代
史
の
枠
組
み
に
決
定
的
影
響
を
与
え
た
「
第

一
次
国
共
合
作
」
そ
の
も
の
を
主
題
と
す
る
本
書
が
現
れ
た
。
本
書
は
、
長

年
に
わ
た
っ
て
第
一
次
国
共
合
作
の
研
究
に
、
独
自
の
見
解
を
打
ち
出
し
て

き
た
北
村
稔
氏
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
集
大
成
し
て
世
に
問
う
た
著
作
で

あ
る
。
本
書
は
、
こ
れ
ま
で
氏
が
『
史
林
騙
な
ど
に
発
表
し
た
七
篇
の
論
文

を
基
礎
と
し
、
さ
ら
に
武
漢
政
府
時
期
の
論
考
（
第
六
章
）
を
加
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
第
【
次
国
共
合
作
の
全
貌
を
示
す
も
の
に
再
構
築
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
既
発
表
の
諸
篇
も
、
主
旨
に
か
か
わ
る
よ
う
な
大
幅
な
書
き
換
え
は

な
い
も
の
の
、
本
書
の
全
体
構
成
に
沿
う
形
に
修
正
、
も
し
く
は
改
訂
さ
れ

て
い
る
。
ま
ず
は
、
本
書
の
構
成
を
示
そ
う
（
雑
節
は
さ
ら
に
小
見
出
し
に

分
か
れ
る
が
、
余
り
に
も
多
い
の
で
省
略
す
る
）
。

序
章
　
中
国
近
現
代
史
と
第
一
次
国
共
合
作

　
　
～
、
第
一
次
国
共
合
作
成
立
の
背
景
　
二
、
中
国
近
現
代
史
に
決
定
的

　
　
影
響
を
与
え
た
第
一
次
国
共
合
作
三
、
第
一
次
国
共
合
作
の
光
と
影

　
　
i
政
治
的
効
果
と
内
証
さ
れ
て
い
た
矛
盾
一
　
四
、
第
～
次
国
共

　
　
合
作
の
歴
史
的
意
義
付
け
を
め
ぐ
る
論
争

第
㎜
章
　
第
…
次
国
共
々
作
の
成
立

　
　
一
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
ソ
連
政
府
に
よ
る
中
国
へ
の
働
き
か
け

　
　
二
、
難
航
す
る
合
作
の
船
出

第
二
章
　
第
一
次
国
共
合
作
の
展
開
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評

　
　
一
、
新
生
の
政
治
勢
力
の
実
態
　
一
　
、
国
内
政
局
の
変
化
と
国
民
党
の

　
　
対
応
　
三
、
国
民
革
命
勢
力
の
台
頭

第
三
章
　
広
東
国
民
政
府
に
お
け
る
政
治
抗
争
と
蒋
介
石
の
台
頭

　
　
一
、
財
政
の
統
一
と
整
軍
の
進
展
　
二
、
国
共
合
作
の
動
揺
　
三
、
中

　
　
山
艦
事
件
の
勃
発
　
四
、
蒋
介
石
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
確
立

第
四
章
　
北
伐
開
始
後
の
第
～
次
国
共
合
作
の
実
態

　
　
一
、
蒋
介
石
の
独
裁
権
力
　
二
、
蒋
介
石
独
裁
と
共
産
党
お
よ
び
国
民

　
　
党
各
派
と
の
確
執
　
三
、
蒋
介
石
独
裁
体
制
の
動
揺

第
五
章
　
蒋
介
石
と
共
産
党
の
全
面
衝
突

　
　
一
、
第
一
次
上
海
暴
動
　
二
、
再
開
さ
れ
た
暴
動
計
画
　
一
二
、
蒋
介
石

　
　
と
共
産
党
の
衝
突

第
六
章
　
武
漢
国
民
政
府
の
崩
壊
と
第
～
次
国
共
合
作
の
終
焉

　
　
～
、
武
漢
国
民
政
府
へ
の
異
な
る
視
点
　
二
、
武
漢
国
民
政
府
の
財
政

　
　
破
綻
　
三
、
武
漢
国
民
政
府
下
の
農
民
運
動
の
展
開
　
四
、
国
共
合
作

　
　
崩
壊
へ
の
道
　
五
、
国
共
合
作
崩
壊
の
開
始
　
六
、
南
島
暴
動

結
び
に
か
え
て

　
北
村
氏
は
本
書
を
、
「
政
治
的
立
場
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
た
「
通
説
」

の
誤
り
」
を
正
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
、
「
第
～
次
国
共
合
作
の
全
期
問
を

包
括
し
て
「
会
議
記
録
」
な
ど
の
一
次
資
料
を
丹
念
に
検
討
し
、
現
在
の
問

題
も
含
め
前
後
の
歴
史
状
況
を
「
客
観
的
」
に
ふ
ま
え
た
長
期
的
視
座
か
ら

合
作
の
経
緯
を
詳
細
に
論
じ
た
研
究
は
、
本
書
が
最
初
で
あ
ろ
う
」
と
自
負

す
る
（
「
は
じ
め
に
」
）
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
価
値
は
、
ひ
と
え
に
そ
の

自
負
が
ど
の
程
度
ま
で
妥
当
か
と
い
う
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。
本
書
評
の
多
く
は
、
そ
の
検
証
に
あ
て
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
そ
の
検
証
に
先
だ
っ
て
、
北
村
氏
が
問
題
に
し
て
い
る
、
「
政
治

的
立
場
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
た
「
通
説
」
の
誤
り
」
と
い
う
こ
と
を
簡
単

に
説
明
し
て
お
こ
う
。
国
共
合
作
史
研
究
は
、
合
作
し
た
両
党
が
そ
の
後
、

血
で
血
を
洗
う
不
倶
戴
天
の
関
係
に
転
じ
た
た
め
、
今
世
紀
の
多
く
の
歴
史

事
象
以
上
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。
ゆ
え
に
、
国
共
合

作
史
研
究
に
お
い
て
は
、
後
の
政
治
的
立
場
の
愚
論
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
て

き
た
解
釈
（
北
村
氏
の
い
う
「
通
説
」
）
か
ら
個
々
の
歴
史
事
実
を
解
き
放

つ
と
い
う
作
業
が
、
愚
な
お
、
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
政

治
的
解
釈
一
近
年
で
は
す
で
に
相
当
程
度
の
り
こ
え
ら
れ
て
い
る
が
一

を
ご
く
簡
単
に
言
え
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
中
共
の
枠
組
み
：
軍
事
力

を
背
景
に
権
力
を
握
っ
た
蒋
介
石
ら
国
民
党
は
孫
文
の
遺
志
に
違
っ
て
反
共

化
し
、
国
民
革
命
を
挫
折
さ
せ
た
。
国
民
党
の
枠
組
み
：
国
民
党
内
に
寄
生

し
た
共
産
党
は
様
々
な
謀
略
に
よ
り
国
民
革
命
を
破
壊
し
た
。
か
か
る
認
識

の
対
立
の
た
め
に
、
国
共
正
式
合
作
の
出
発
点
で
あ
る
国
民
党
第
一
圓
全
国

代
表
大
会
（
｝
九
二
四
年
一
月
）
の
経
緯
に
は
じ
ま
っ
て
、
広
東
政
府
へ
の

反
乱
で
あ
る
商
団
事
件
、
彦
仲
憧
暗
殺
事
件
、
蒋
介
石
台
頭
の
契
機
と
な
っ

た
中
山
艦
事
件
、
孫
文
が
策
定
し
た
と
さ
れ
る
「
一
二
大
政
策
」
、
国
民
政
府

の
武
漢
移
転
問
題
、
蒋
介
石
の
い
わ
ゆ
る
四
　
ニ
ク
ー
デ
タ
ー
、
そ
し
て
武

漢
国
民
政
府
の
崩
壊
と
国
共
最
終
決
裂
（
一
九
二
七
年
）
の
経
緯
等
々
に
い

た
る
ま
で
、
つ
ま
り
国
共
合
作
史
の
面
目
節
目
の
事
象
が
、
長
年
に
わ
た
り
、

複
雑
に
入
り
組
ん
だ
政
治
的
解
釈
に
影
響
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
国
共
合
作
史
の
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
敷
治
的
解
釈
の
た
め
に

ご
と
ご
と
に
食
い
違
う
見
解
を
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
再
検
討
す
る
こ
と
か
ら
出

発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
書
に
お
い
て
、
氏
の
精

力
は
、
こ
の
作
業
を
時
に
大
胆
な
推
論
を
交
え
て
、
積
み
重
ね
る
こ
と
に
費
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や
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
北
村
氏
は
、
「
国
共
合
作
の
継
続
を
最
後
ま
で

試
み
た
人
物
」
（
～
三
頁
）
と
さ
れ
る
蒋
介
石
の
動
向
を
中
心
に
す
え
て
分

析
を
加
え
る
。
恐
ら
く
は
、
蒋
介
石
の
日
記
を
も
と
に
し
た
『
民
国
十
五
年

以
前
之
蒋
介
石
先
生
臨
を
熟
読
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
蒋
介
石
の
数
多
く
の

真
摯
な
演
説
に
動
か
さ
れ
、
「
な
る
ほ
ど
、
こ
の
人
は
真
面
厨
な
人
だ
。
共

産
党
の
批
判
に
い
う
よ
う
な
人
で
は
な
い
」
と
の
確
信
を
得
た
」
（
ニ
ニ
九

頁
）
こ
と
が
、
氏
の
蒋
介
石
に
対
す
る
独
特
の
親
近
感
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
さ
い
、
分
析
の
視
角
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、

中
共
の
み
な
ら
ず
国
民
党
内
に
も
移
植
さ
れ
、
同
党
の
福
目
を
一
新
さ
せ
た

「
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
組
織
論
」
の
中
国
に
お
け
る
有
効
性
と
、
「
ボ
ル

シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
に
基
づ
く
新
組
織
の
有
効
性
を
十
二
分
に
発
揮
さ
せ
た
」

（
＝
二
頁
）
蒋
介
石
の
真
塾
な
政
治
姿
勢
、
お
よ
び
そ
の
政
治
手
腕
の
巧
み

さ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
国
民
党
内
の
派
閥
抗
争
、
政
治
力
学
、
中
国
の
伝
統
的
政
治
風
土

へ
の
着
目
が
、
本
書
を
特
色
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
、
指
摘

し
て
お
い
て
よ
い
こ
と
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
〔
国
民
党
の
各
領
袖
に
は
〕

政
治
主
張
に
も
相
違
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
幽
身
地
域
に
よ

り
互
い
に
反
目
し
て
い
た
」
（
二
五
頁
）
、
あ
る
い
は
、
武
漢
政
府
に
結
集

し
た
国
畏
党
指
導
者
の
血
管
運
動
は
、
「
「
左
派
の
革
新
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
か

ら
で
は
な
く
、
派
閥
間
の
権
力
闘
争
の
次
元
で
行
わ
れ
て
い
た
扁
（
一
七
〇

頁
）
と
い
う
表
現
に
代
表
さ
れ
る
視
点
で
あ
る
。
北
村
氏
の
か
か
る
視
点
は
、

単
な
る
研
究
上
の
視
点
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
旧
秩
序
が
崩
壊
し
始
め
る
と
、

そ
の
徹
底
的
破
壊
を
め
ざ
す
民
衆
の
暴
力
が
た
や
す
く
出
現
す
る
出
国
社

会
」
（
一
八
一
頁
）
と
い
う
氏
の
中
国
観
に
も
通
底
し
て
い
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

二

　
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
は
「
通
説
」
の
誤
り
を
正
す
こ
と
を
う
た

っ
て
い
る
。
論
述
の
端
々
に
見
え
る
挑
発
的
と
さ
え
言
え
る
字
句
（
例
え
ば
、

「
共
産
党
側
の
研
究
は
事
態
を
ど
の
よ
う
に
記
述
し
、
自
ら
の
主
張
を
強
弁

す
る
の
で
あ
ろ
う
」
〔
一
＝
二
頁
〕
、
「
こ
れ
を
「
七
月
十
五
日
反
革
命
政
変

説
」
に
結
び
付
け
る
の
は
牽
強
付
会
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
」
〔
二
；
一
頁
〕

な
ど
）
に
は
、
北
村
氏
の
意
気
込
み
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
従
来

の
国
共
合
作
史
研
究
（
主
に
中
国
大
陸
と
台
湾
の
そ
れ
）
へ
の
強
烈
な
異
議

申
し
立
て
と
勢
い
換
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
駆
虫
事
件

に
英
国
の
支
援
は
な
か
っ
た
（
二
章
二
飾
）
、
中
山
艦
事
件
は
突
発
事
件
で

は
な
か
っ
た
（
三
章
三
節
）
、
国
民
政
府
の
武
漢
移
転
は
ボ
ロ
ジ
ン
の
陰
謀

に
非
ず
（
四
章
三
飾
）
、
い
わ
ゆ
る
蒋
介
石
の
「
四
＝
～
ク
ー
デ
タ
ー
」
に

虐
殺
な
し
（
五
章
三
節
）
、
武
漢
政
府
の
崩
壊
は
経
済
政
策
の
破
綻
に
よ
る

自
壊
で
あ
っ
て
、
経
済
封
鎖
な
ど
な
か
っ
た
（
六
章
二
節
）
、
武
漢
で
の
七

月
一
五
日
の
分
共
後
に
た
だ
ち
に
共
産
党
員
へ
の
迫
害
が
始
ま
っ
た
わ
け
で

は
な
い
（
六
章
五
飾
）
、
な
ど
が
本
書
の
打
ち
出
す
新
見
解
で
あ
る
。
こ
れ

ら
新
見
解
の
中
に
は
、
に
わ
か
に
は
首
肯
し
が
た
い
も
の
も
あ
る
（
後
述
）

が
、
「
ボ
ロ
ジ
ン
陰
謀
説
」
の
否
定
や
蔵
漢
政
府
の
経
済
破
綻
の
実
相
、
武

漢
分
共
の
経
緯
な
ど
、
長
ら
く
不
鮮
明
だ
っ
た
問
題
の
い
く
つ
か
に
光
を
あ

て
た
点
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
北
村
氏
の
こ
れ
ら
見
解
を
支
え
て
い
る
の
は
、
国
民
党
中
央
の
会
議
記
録

や
中
共
の
内
部
伊
達
な
ど
、
こ
れ
ま
で
充
分
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か

っ
た
原
資
料
で
あ
る
。
そ
し
て
、
氏
は
国
共
両
党
の
要
人
の
書
動
の
背
後
に

あ
る
微
妙
な
意
図
を
、
錯
綜
す
る
当
時
の
政
治
状
況
に
照
ら
し
て
大
胆
に
読
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評書

み
と
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
読
者
は
当
時
の
国
共
両
党
が
保

っ
て
い
た
複
雑
な
関
係
と
、
そ
の
後
の
歴
史
解
釈
が
生
み
出
さ
れ
る
に
至
る

契
機
と
経
緯
と
を
、
北
村
氏
の
解
釈
に
沿
っ
て
、
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
特
に
強
調
す
べ
き
は
、
そ
の
心
の
ひ
だ

に
ま
で
分
け
入
っ
た
蒋
介
石
の
政
治
手
法
に
か
ん
す
る
分
析
で
あ
ろ
う
。
黄

哺
軍
官
学
校
校
長
と
し
て
の
ス
ト
イ
．
ッ
ク
な
姿
勢
、
ソ
連
軍
事
顧
問
団
と
の

間
の
軋
礫
、
中
山
艦
事
件
へ
の
関
与
、
注
精
衛
復
帰
問
題
と
国
民
政
府
移
転

問
題
で
の
駆
け
引
き
等
々
、
そ
の
時
々
に
お
け
る
蒋
介
石
の
対
応
を
こ
こ
ま

で
踏
み
込
ん
で
解
説
す
る
こ
と
は
、
『
蒋
介
石
ー
ー
マ
ク
ロ
ヒ
ス
ト
リ
ー
史

観
か
ら
読
む
蒋
介
石
痛
記
撫
（
黄
雲
黒
黒
、
東
方
書
店
、
一
九
九
七
年
）
の

訳
者
で
あ
る
北
村
氏
に
し
て
初
め
て
可
能
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

三

　
だ
が
、
こ
れ
ら
本
書
の
特
色
を
認
め
る
～
方
で
、
評
者
は
同
時
に
そ
の
特

色
そ
の
も
の
に
潜
む
大
き
な
問
題
点
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
あ
え
て
断

書
す
れ
ば
、
本
書
の
中
核
を
な
す
蒋
介
石
の
行
動
に
関
す
る
記
述
は
、
歴
史

学
的
分
析
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
新
聞
の
政
治
欄
に
よ
く
見
ら
れ
る
政
界

風
聞
式
解
釈
の
積
み
重
ね
で
あ
る
と
の
感
を
免
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

蒋
介
石
を
再
評
価
せ
ん
と
す
る
氏
の
従
来
か
ら
の
意
図
が
、
個
々
の
分
析
に

先
立
っ
て
見
え
隠
れ
し
て
い
る
た
め
、
全
体
を
通
じ
て
、
論
証
や
分
析
が
そ

の
意
図
に
沿
う
形
に
巧
み
に
誘
導
さ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。
以

下
、
そ
の
典
型
的
な
例
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

　
ま
ず
は
、
蒋
介
石
の
政
治
手
腕
、
手
法
に
対
す
る
政
治
評
論
家
風
の
視
角

で
あ
る
。
本
書
に
は
「
蕨
子
」
を
キ
ー
・
タ
ー
ム
と
す
る
政
治
手
法
、
特
に

蒋
介
石
の
そ
れ
が
た
び
た
び
解
説
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
蒋
介
石
は
見

事
に
実
を
と
っ
た
。
…
…
表
齎
は
注
精
衛
復
帰
を
要
請
す
る
電
報
で
共
産
党

と
左
派
の
面
子
を
立
て
、
同
時
に
自
分
の
面
子
を
も
立
て
る
。
…
…
実
に
し

た
た
か
で
あ
り
、
権
力
闘
争
に
お
け
る
蒋
介
石
の
非
凡
さ
を
如
何
な
く
示

す
」
（
二
八
頁
）
、
「
「
共
産
党
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
導
下
に
」
な
ど
と
い

う
枕
蓄
葉
は
、
表
面
は
相
手
の
面
子
を
た
て
な
が
ら
も
実
を
と
る
、
中
国
人

一
流
の
欝
辞
で
あ
る
」
（
＝
一
九
頁
）
、
蒋
介
石
の
辞
任
は
、
「
解
任
さ
れ
る

と
い
う
面
子
の
喪
失
を
避
け
た
の
で
あ
る
」
（
＝
二
九
頁
）
、
と
い
う
記
述
で

あ
る
。
か
く
て
、
蒋
介
石
の
政
治
手
法
は
、
「
極
め
て
心
憎
い
方
法
で
あ
っ

た
」
（
一
一
一
頁
）
と
説
明
さ
れ
、
「
面
子
」
を
大
事
に
す
る
か
れ
の
「
し
た

た
か
」
さ
や
「
非
凡
」
さ
が
か
れ
の
台
頭
と
覇
権
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
る
。

他
方
、
先
行
研
究
に
た
い
す
る
氏
の
批
判
も
、
そ
れ
ら
が
蒋
介
石
に
対
し
て

「
甘
い
入
物
評
価
」
を
し
て
い
る
、
「
甘
く
見
て
い
る
」
（
八
九
頁
）
と
い
う

判
断
か
ら
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
説
明
が
歴
史
学
の
手
法
と
し

て
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
な
し
と
し
な

い
。
さ
ら
に
か
か
る
視
点
か
ら
蒋
介
石
を
見
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
蒋
介
石
と

中
共
と
の
対
立
の
原
因
は
解
明
さ
れ
ず
、
両
者
の
勝
敗
が
政
治
的
手
腕
の
差

に
還
元
さ
れ
る
の
み
で
、
対
立
は
自
明
の
こ
と
が
ら
と
し
て
放
置
さ
れ
て
い

る
。
中
共
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
か
ら
の
た
び
重
な
る
指
令
の
下
、
国
民
党
内
に

留
ま
っ
て
の
国
民
革
命
の
継
続
を
厳
命
さ
れ
て
お
り
、
他
方
、
氏
に
よ
れ
ば

蒋
介
石
は
「
国
共
合
作
の
継
続
を
最
後
ま
で
試
み
た
人
物
」
で
あ
っ
た
。
と

す
れ
ば
、
な
ぜ
蒋
介
石
と
共
産
党
は
対
立
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い

う
根
本
問
題
に
つ
い
て
、
政
治
評
論
で
は
な
い
氏
の
見
解
が
ほ
し
か
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
先
行
研
究
を
論
破
せ
ん
と
す
る
余
り
の
資
料
の
「
深
読
み
」
と
、

い
わ
ゆ
る
「
通
説
」
な
る
も
の
の
「
極
端
化
」
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
散
見
さ
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れ
る
点
も
、
「
通
説
」
の
見
直
し
や
「
客
観
性
」
を
掲
げ
る
本
書
の
価
値
を

大
き
く
損
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
中
山
艦
事
件
が

蒋
介
石
に
よ
っ
て
予
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
解
釈
（
八
一
～
八
七
頁
）

で
あ
る
。
こ
こ
で
北
村
氏
は
、
ソ
連
の
軍
事
顧
問
で
あ
っ
た
チ
ェ
レ
バ
ー
ノ

ブ
の
説
を
支
持
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
補
強
せ
ん
と
し
て
、
蒋
介
石
日

記
の
「
友
」
「
客
」
に
関
す
る
削
筆
修
正
を
検
討
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
蒋

介
石
は
中
山
艦
事
件
の
前
後
に
行
動
を
共
に
し
た
「
友
」
な
る
人
物
を
際
立

た
せ
な
い
た
め
に
、
そ
の
前
後
に
登
場
す
る
「
潜
文
治
」
（
事
件
に
は
関
係

の
な
い
人
物
）
を
同
じ
く
「
友
」
と
種
籾
修
正
し
た
の
だ
、
と
説
明
す
る
の

で
あ
る
。
こ
の
段
は
、
確
か
に
そ
う
読
め
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
「
深
読
み
」

の
わ
り
に
は
、
事
件
の
「
計
衝
説
」
を
補
強
す
る
に
は
焦
点
が
ず
れ
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
氏
は
「
〔
蒋
介
石
が
〕
追
い
つ
め
ら
れ
突
発
的
に
行
動

す
る
体
の
人
物
だ
と
見
な
さ
れ
て
お
れ
ば
、
あ
れ
ほ
ど
の
桐
喝
力
を
長
期
闘

発
揮
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
人
々
に
は
蒋
介
石
の
行
動
が
、
突
発
的

で
な
か
っ
た
こ
と
が
感
知
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」
（
八
九
頁
）
と
い
う
独

自
の
判
断
に
も
と
づ
い
て
、
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
論
証
の
仕
方
は
、
氏
の
批
判
す
る
「
有
利
な
傍
証
だ
け
を
固
め
る
や
り

方
」
に
春
冬
す
る
に
、
「
深
読
み
」
と
独
自
の
判
断
を
以
て
し
て
い
る
と
の

印
象
を
免
れ
な
い
。
こ
う
し
た
資
料
の
「
深
読
み
」
は
、
浬
精
衛
帰
任
問
題

を
巡
る
「
請
江
速
回
任
案
」
の
字
句
の
読
み
方
（
＝
二
三
頁
）
に
お
い
て
も

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
「
微
言
大
義
」
を
発
揮
し
す
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
る
。

総
じ
て
憶
え
ば
、
氏
の
行
っ
て
い
る
「
通
説
」
の
是
正
は
、
資
料
の
精
読
に

も
と
づ
い
て
い
る
か
に
見
え
て
、
実
は
推
測
や
推
論
に
よ
る
断
定
で
あ
る
場

合
が
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
他
方
、
北
村
氏
が
「
通
説
」
と
呼
ぶ
も
の
の
中
に
は
、
ず
い
ぶ
ん
と
昔
の
、

あ
る
い
は
い
さ
さ
か
「
極
端
化
」
さ
れ
た
「
通
説
」
が
混
じ
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
一
例
は
、
蒋
介
石
の
四
＝
一
ク
ー
デ
タ
ー
の
「
真
相
」
に
触

れ
た
部
分
に
見
受
け
ら
れ
る
。
氏
は
そ
れ
に
関
し
て
、
「
蒋
介
石
に
は
国
共
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合
作
の
破
葉
を
一
方
的
に
宣
言
し
、
直
ち
に
共
産
党
に
極
刑
を
も
っ
て
臨
む

な
ど
と
い
う
考
え
は
金
く
な
か
っ
た
」
、
「
「
通
説
」
と
な
っ
て
い
る
四
月
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

二
日
事
件
に
さ
い
し
上
海
街
頭
で
の
共
産
党
員
の
公
国
処
刑
な
ど
行
わ
れ
る

は
ず
が
な
か
っ
た
」
（
一
四
頁
、
傍
点
は
評
者
に
よ
る
）
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
段
、
傍
点
部
分
の
条
件
を
す
べ
て
付
け
れ
ば
、
確
か
に
そ
う
は
言
え
る

だ
ろ
う
が
、
果
た
し
て
そ
れ
は
「
通
説
」
と
醤
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
評
者
は

「
上
海
を
血
で
染
め
た
四
一
二
反
共
政
変
」
と
い
う
通
説
風
表
現
は
知
っ
て

い
る
も
の
の
、
「
街
頭
で
」
「
公
開
処
刑
」
が
行
わ
れ
た
と
い
う
「
通
説
」
を

知
ら
な
い
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
四
一
ニ
ク
ー
デ
タ
ー
の
持
つ
意
味
は
、
四
月

＝
一
臼
の
そ
の
日
に
上
海
の
街
頭
で
処
刑
や
虐
殺
が
あ
っ
た
か
否
か
に
あ
る

の
で
は
な
く
、
蒋
介
石
が
そ
れ
以
後
、
実
際
の
行
動
に
よ
っ
て
反
共
の
立
場

を
明
ら
か
に
し
、
国
共
合
作
の
一
部
が
破
綻
し
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
は
ず

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
氏
は
「
四
月
＝
一
日
の
公
開
処
刑
」
に
拘
泥
す

る
こ
と
に
よ
り
、
デ
モ
隊
へ
の
発
砲
が
あ
っ
た
　
三
日
以
後
の
展
開
に
つ
い

て
も
、
そ
れ
が
蒋
介
石
の
意
図
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
解
釈
を
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
素
手
の
民
衆
に
発
砲
す
れ
ば
武
漢
側
や
共

巌
党
か
ら
反
革
命
の
証
だ
と
非
難
さ
れ
る
だ
け
で
何
の
得
も
な
か
っ
た
。

〔
一
三
日
の
〕
第
二
十
六
軍
の
発
砲
に
は
偶
発
性
が
大
き
い
の
で
は
な
い

か
」
（
一
六
五
頁
）
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
蒋
介
石
ほ
ど
の
人
物

な
ら
得
に
な
ら
な
い
こ
と
を
す
る
は
ず
は
な
い
と
い
う
論
証
で
あ
る
が
、
蒋

介
石
が
北
村
氏
の
書
う
よ
う
に
見
事
な
政
治
手
腕
を
持
つ
の
で
あ
れ
ば
、
大

問
題
に
な
る
に
違
い
な
い
上
海
の
流
血
事
件
に
対
し
て
、
「
偶
発
性
」
を
ゆ
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評

る
す
は
ず
は
な
い
と
い
う
反
論
も
可
能
と
な
ろ
う
。
上
海
で
の
武
装
暴
動
を

扱
っ
た
こ
の
第
五
章
の
前
半
部
分
が
、
そ
の
暴
動
を
指
導
し
た
中
共
側
の
会

議
記
録
な
ど
の
諸
資
料
を
渉
猟
し
て
書
か
れ
た
相
当
に
詳
し
い
分
析
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
四
一
ニ
ク
ー
デ
タ
ー
の
門
真
相
解
明
」
を
掲
げ
る
後
半
部
分

は
、
か
け
声
倒
れ
に
終
わ
っ
て
い
る
と
書
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
最
後
に
、
今
日
の
国
際
的
学
術
水
準
か
ら
見
た
場
合
の
本
書
の
価
値
に
つ

い
て
一
籍
し
て
お
き
た
い
。
本
書
が
日
本
の
中
国
近
現
代
史
研
究
、
特
に
蒋

介
石
の
評
価
問
題
に
一
石
を
投
じ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ

が
、
近
年
と
み
に
活
発
化
し
て
い
る
こ
の
方
面
の
世
界
水
準
を
物
差
し
と
し

た
場
合
、
本
書
が
海
外
の
学
界
に
与
え
う
る
寄
与
は
、
残
念
な
が
ら
、
大
き

い
と
は
署
え
な
い
。
そ
れ
は
、
最
近
公
刊
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
旧
ソ
連
ア
ル

ヒ
ー
ブ
が
利
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　
国
民
革
命
、
第
一
次
国
共
合
作
に
外
側
か
ら
決
定
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
の

が
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
ソ
連
で
あ
っ
た
こ
と
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
事
実

で
あ
る
。
ソ
連
の
解
体
の
の
ち
、
そ
れ
ま
で
長
ら
く
秘
匿
さ
れ
て
き
た
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
文
書
な
ど
が
、
次
々
に
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て

い
よ
う
。
か
か
る
状
況
の
下
、
一
九
九
四
年
以
来
、
中
国
革
命
に
か
ん
す
る

旧
ソ
連
ア
ル
ヒ
ー
ブ
の
編
纂
、
独
語
と
露
語
に
よ
る
鵡
版
が
、
ロ
シ
ア
・
ア

カ
デ
ミ
ー
極
東
研
究
所
と
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
の
提
携
に
よ
っ
て
実
現
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
　
九
二
〇
年
か
ら
一
九
二
七
年
に
か
け
て

の
文
書
（
四
七
瓢
一
稼
）
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
一
方
、
そ
の
部
分
の
中
国
語
訳

　
　
　
　
　
　
　
①

も
出
版
さ
れ
て
お
り
、
申
国
革
命
史
研
究
に
極
め
て
大
き
な
衝
撃
を
与
え
て

い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
文
書
を
積
極
的
に
利
用
し
た
研
究
も
す
で
に
世
に
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

わ
れ
、
「
通
説
」
を
陳
腐
化
す
る
華
々
し
い
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
今
や
国

民
革
命
や
第
　
次
国
共
合
作
の
研
究
は
、
以
前
で
は
考
え
ら
れ
な
い
資
料
状

況
の
下
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
色
を
排
し
て
再
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
が
現
実

で
あ
る
。
本
書
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
新
資
料
が
ま
っ
た
く
利
用
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
は
、
甚
だ
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
ら
新
資
料
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
薪
事
実
を
、
本
書
と
逐
～
照
ら
し
合

わ
せ
る
こ
と
は
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
不
可
能
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
一
、
二
を

簡
単
に
触
れ
る
に
と
ど
め
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
一
つ
は
、
一
九
二
六
年
七

月
の
申
共
中
央
執
行
委
員
会
拡
大
会
議
「
中
央
政
治
報
告
」
の
事
後
修
正

（
蒋
介
石
ら
中
間
派
へ
の
妥
協
）
の
問
題
で
あ
る
（
一
〇
六
～
　
〇
九
頁
）
。

北
村
氏
は
、
そ
の
修
正
へ
の
ヴ
ォ
イ
チ
ン
ス
キ
ー
の
介
在
を
指
摘
し
、
犠
秋

白
の
報
告
な
ど
を
も
と
に
し
て
「
共
産
党
側
の
蒋
介
石
に
対
す
る
方
針
に
は
、

非
妥
協
的
立
場
を
主
張
す
る
陳
頓
証
、
当
面
は
妥
協
し
つ
つ
押
さ
え
込
も
う

と
考
え
る
ボ
ロ
ジ
ン
や
憩
区
の
共
産
党
員
、
全
く
の
妥
協
派
の
ヴ
ォ
イ
チ
ン

ス
キ
i
、
の
三
者
が
あ
っ
た
」
（
～
○
八
頁
）
と
す
る
。
し
か
し
、
新
資
料

に
よ
れ
ば
、
当
時
、
蒋
介
石
が
進
め
よ
う
と
し
た
北
伐
に
対
し
て
、
反
対
の

急
先
鋒
で
あ
っ
た
の
は
、
ヴ
ォ
イ
チ
ン
ス
キ
ー
そ
の
人
で
あ
り
、
北
伐
へ
の

反
対
論
と
し
て
知
ら
れ
る
陳
独
秀
の
「
論
証
昆
政
府
之
北
伐
」
（
『
轡
導
隔
　
一

九
二
六
年
七
月
）
は
、
実
は
ヴ
ォ
イ
チ
ン
ス
キ
ー
と
の
合
意
の
下
に
執
筆
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ヴ
ォ
イ
チ
ン
ス
キ
ー
は
、
蒋
介
石
に
妥
協
を

繰
り
返
す
ボ
ロ
ジ
ン
と
激
し
く
衝
突
し
、
さ
ら
に
は
モ
ス
ク
ワ
に
対
し
て
、

ボ
ロ
ジ
ン
の
召
還
さ
え
要
求
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
中
央
政
治

報
告
」
の
事
後
修
正
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
中
国
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア

ジ
ー
お
よ
び
郷
紳
に
対
す
る
闘
争
を
強
化
す
る
こ
と
は
、
現
時
点
で
は
時
期

尚
早
で
あ
る
と
と
も
に
、
極
め
て
危
険
で
あ
る
」
と
す
る
ソ
連
共
産
党
中
央
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政
治
局
の
ヴ
ォ
イ
チ
ン
ス
キ
ー
へ
の
警
告
（
一
九
二
六
年
一
〇
月
、
新
資
料

所
収
）
に
見
ら
れ
る
モ
ス
ク
ワ
の
意
向
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
方

が
、
自
然
な
の
で
あ
る
。
ま
た
北
村
氏
は
、
全
く
の
妥
協
派
と
す
る
そ
の
ヴ

ォ
イ
チ
ン
ス
キ
ー
観
を
敷
角
し
て
、
郡
力
子
（
国
民
党
代
表
・
蒋
介
石
の
代

理
人
）
の
モ
ス
ク
ワ
派
遣
に
も
ヴ
ォ
イ
チ
ン
ス
キ
ー
の
介
在
を
想
定
し
、
郡

力
子
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
で
の
演
説
に
は
か
れ
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と

す
る
（
～
二
九
頁
）
が
、
新
資
料
に
含
ま
れ
て
い
る
郡
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
宛

て
報
告
に
よ
っ
て
、
こ
れ
も
ま
た
覆
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
む
ろ
ん
、
こ
の
新
資
料
で
北
村
氏
の
研
究
の
す
べ
て
が
否
定
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
逆
に
、
氏
が
提
示
し
た
解
釈
の
中
に
は
、
新
資
料
に
よ
っ
て
裏

付
け
ら
れ
る
も
の
も
い
く
つ
か
あ
る
。
例
え
ば
、
国
民
革
命
に
お
け
る
国
民

党
の
＝
兀
的
指
導
を
認
め
る
よ
う
迫
る
そ
の
郡
力
子
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
宛
て

報
告
は
、
ヴ
ォ
イ
チ
ン
ス
キ
ー
の
介
在
と
い
う
点
を
除
け
ば
、
そ
れ
が
蒋
介

石
の
ソ
連
に
対
す
る
巧
み
な
働
き
か
け
で
あ
っ
た
と
い
う
北
村
氏
の
指
摘

（
＝
　
八
～
～
二
九
頁
）
を
見
事
に
裏
打
ち
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、

北
村
氏
の
直
感
の
鋭
さ
に
は
敬
服
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
ゆ
え
に

こ
そ
、
こ
の
新
資
料
や
そ
れ
に
依
拠
す
る
こ
こ
数
年
の
研
究
成
果
を
利
用
し

て
い
れ
ば
、
本
書
の
内
容
の
あ
る
部
分
は
は
る
か
に
豊
か
に
、
そ
し
て
は
る

か
に
説
得
力
を
持
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。
ま
た
、

す
で
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
「
逓
説
」
を
、
こ
と
さ
ら
に
取

り
上
げ
る
必
要
も
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
北
村
氏
が
ロ
シ
ア
語
資
料
を
扱

え
る
日
本
で
も
数
少
な
い
中
国
史
研
究
者
で
あ
る
だ
け
に
、
な
お
さ
ら
そ
の

感
は
深
い
。

　
資
料
の
探
求
に
は
キ
リ
が
な
い
。
あ
の
資
料
が
出
る
ま
で
、
こ
の
資
料
が

出
る
ま
で
、
と
待
っ
て
い
た
の
で
は
、
何
時
に
な
っ
て
も
成
果
は
発
表
で
き

な
い
。
研
究
者
は
資
料
収
集
の
あ
る
時
点
で
区
切
り
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

だ
が
、
こ
と
本
書
に
限
っ
て
は
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
決
定
的
に
悪
か
っ
た
。

　
今
後
、
国
共
合
作
史
を
含
む
中
国
革
命
史
研
究
は
、
上
記
新
資
料
の
刊
行

に
よ
り
、
「
新
資
料
刊
行
以
前
」
「
以
後
」
と
い
う
研
究
史
の
時
期
区
分
が
な

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
率
直
に
言
っ
て
、
本
書
は
前
者
の
最
後
の
成
果
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
北
村
氏
が
本
書
刊
行
の
た
め
に
、
せ
め
て
も
う
～
年
か
二
年

か
を
費
や
し
、
新
資
料
を
使
用
し
て
い
れ
ば
、
本
書
は
蒋
介
石
再
評
価
と
い

う
こ
と
以
上
の
価
値
を
持
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
北
村
氏
は
、
「
本
書
の
刊
行

に
よ
り
、
筆
者
と
第
～
次
国
共
合
作
と
の
二
十
年
以
上
の
付
き
合
い
に
は
～

応
の
終
止
符
が
打
た
れ
る
。
今
後
は
…
…
「
自
由
な
研
究
の
境
地
」
に
遊
び

た
い
」
（
二
三
〇
頁
）
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
が
、
願
わ
く
ば
、
そ
れ
は
も

う
少
し
先
に
延
ば
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
な
お
、
本
書
に
関
し
て
は
、
『
東
洋
史
研
究
扇
に
江
田
憲
治
氏
に
よ
る
書

評
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
併
せ
て
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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九
二
六
～
一
九
二
七
）
』
（
上
、
下
　
北
京
図
書
館
出
版
社
、
｝
九
九
八
年
）
、
李

　
玉
貞
潔
『
聯
共
、
共
産
国
際
與
中
国
（
一
九
二
〇
～
一
九
二
五
）
』
（
第
一
巻
、
東

　
大
図
書
公
司
、
一
九
九
七
年
）
。

②
楊
蛮
松
『
中
間
地
帯
的
革
命
』
（
中
共
中
央
党
校
二
三
社
、
一
九
九
二
年
）
、
楊

　
門
松
『
中
共
與
莫
斯
科
的
関
係
（
一
九
二
〇
～
一
九
六
〇
）
』
（
東
大
図
書
公
司
、

　
一
九
九
七
年
）
、
李
玉
津
『
孫
中
山
與
共
産
国
際
』
（
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、

一
九
九
六
濫
＋
）
、
郭
栢
｝
錘
噸
俄
黒
血
申
・
国
輩
・
A
叩
秘
画
（
一
九
二
〇
～
～
九
二
五
）
』
（
一
果

大
図
書
公
司
、
～
九
九
六
年
）
、
国
本
鉦
『
俄
共
中
国
革
命
秘
棺
（
一
九
二
六
）
輪

　
（
東
大
図
書
公
司
、
　
　
九
九
七
年
）
。
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